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　ジェネティック、エピジェネティックな異常は肺の癌化において重要な役割を担っている。ジェ

ネティックな異常では EGFR、K-ras 遺伝子変異が相互に排他的関係にある異常であり、エピジェネ

ティック異常では p16 などの腫瘍抑制遺伝子のメチル化が知られている。本研究は、肺腺癌のジェネ

ティック異常とエピジェネティック異常の関係についての検討である。EGFR変異肺癌ではエピジェ

ネティック異常を有していない肺腺癌が多く、K-ras 変異肺癌ではエピジェネティック異常も有して

いる肺腺癌が多いことを証明した。
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